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1. 外国人延べ宿泊者数は速い回復ペースを維持 

観光庁が 6 月 30 日に発表した宿泊旅行統計調査によると、2023 年 5 月の延べ宿泊者数は 5,012

万人泊（4月：4,554万人泊）となった。前年同月比は 36.2％（4月：同 39.0％）、新型コロナウイ

ルスの影響が出る前の 2019 年同月比でみると、▲2.5％（4 月：同▲10.2％）とマイナス幅が縮小

したものの、コロナ禍前の水準は下回った。 

2023年 5月の日本人延べ宿泊者数は 4,115万人泊（4月：3,602万人泊）となり、2019年同月比

は▲1.3％（4月：同▲8.7％）とマイナス幅は縮小したが、2ヵ月連続でコロナ禍前を下回った。 

2023年 5月の外国人延べ宿泊者数は 897万人泊（4月：952万人泊）となり、2019年同月比は▲

7.8％（4月：同▲15.6％）と 3ヵ月連続でマイナス幅が縮小した。先月に引き続き速い回復ペース

を維持した。外国人延べ宿泊者数は 2022年 10月の水際対策緩和以降、回復傾向にある。水際対策

はすでに撤廃されており、外国人延べ宿泊者数は引き続き回復することが予想される。 

 

  

2023 年 5 月の客室稼働率は全体で 56.5％（4 月：同 55.5％）、2019 年同月差▲6.7％（4 月：同

▲9.5％）と、3ヵ月ぶりにマイナス幅が縮小した。 

宿泊施設タイプ別客室稼働率をみると、旅館は 38.1％、2019年同月差▲3.4％（4月：同▲7.0％）、

リゾートホテルは 49.4％、2019年同月差▲10.2％（4月：同▲10.1％）、ビジネスホテルは 68.4％、

2019年同月差▲7.4％（4月：同▲10.7％）、シティホテルは 67.9％、2019年同月差▲12.0％（4月：

同▲15.3％）、簡易宿所は 26.1％、2019年同月差▲7.4％（4月：同▲11.7％）であった。2019年同

月差では、旅館、ビジネスホテル、シティホテル、簡易宿所でマイナス幅が縮小、リゾートホテル

でマイナス幅が拡大した。 

ニッセイ基礎研究所 2023-07-03 

宿泊旅行統計調査 2023 年 5 月 
～水際対策撤廃で外国人延べ宿泊者数が順調

に回復～ 
 

 

経済研究部 研究員 安田 拓斗 

TEL:03-3512-1838 E-mail: t-yasuda@nli-research.co.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

2｜               ｜経済･金融フラッシュ 2023-07-03｜Copyright ©2023 NLI Research Institute All rights reserved 

2. 全国旅行支援の後押しは弱まるが、日本人延べ宿泊者数は大きく落ち込まない 

 2023 年 5 月の日本人延べ宿泊者数は 2019 年比▲

1.3％とわずかにコロナ禍前を下回る水準となったが、

全国旅行支援が開始された 2022 年 10 月以降、日本人

延べ宿泊者数はコロナ禍前と同程度の水準で推移して

いる。 

全国旅行支援は 2023年 1月 10日以降、割引率を 40％

から 20％へ下げ、割引上限額を交通付宿泊旅行の場合

は一泊 5,000 円、それ以外の場合は 3,000 円、クーポ

ン券は平日 2,000 円、休日 1,000 円として運営されて

きた。 

現時点（6月 30日）では、6月末で同制度を終了する自治体が、東京都、千葉県、大阪府、京都

府など 17都府県となっており、残りの 30道県は 7月以降も同制度を継続する。山梨県や静岡県な

どは、個人旅行は 6月末で終了するものの、団体旅行は継続すると発表している。 

5 月 8 日に新型コロナウイルスの感染症法上の分類が「5 類」に引き下げられたことに伴って、

全国旅行支援の使用条件であった、「ワクチン 3 回接種証明書もしくは陰性証明書の提出」が不要

となり、より多くの観光客が割引およびクーポン付与の対象となった。7 月以降、全国旅行支援の

後押しは弱まるが、日本人延べ宿泊者数が大きく落ち込むことにはならないだろう。 

 

3. 外国人延べ宿泊者数（中国を除く）はコロナ禍前を上回った 

外国人延べ宿泊者数は 2022 年 10 月 11 日に個人旅行の解禁、短期滞在のビザ免除再開、一日あ

たりの入国者数の上限の撤廃など水際対策が緩和されたこと、そして 2023年 4月 29日に水際対策

が撤廃されたことで回復してきた。 

しかし、まだ外国人延べ宿泊者数はコロナ禍前の水準を回復していない。その一因は中国人観光

客が回復していないことである。中国人観光客はコロナ禍前、外国人観光客のおよそ 3分の 1を占

めていたが、2023 年 5 月の中国人延べ宿泊者数は 2019 年比▲75.1％（4 月：同▲78.9％）と他の

国・地域と比較すると回復が遅れている。 

これは 2022 年末まで中国が厳格なゼロコロナ政策を継続し、同政策解除後中国国内での感染拡

大に伴って、日本政府が中国からの入国者に規制を設けたこと、そして日本の入国制限解除後、中

国側が自国民の日本への団体旅行を解禁していないことが主因である。 

 

割引率

交通付旅行商品 それ以外 平日 休日

1月10日以降 20% 5,000円 3,000円 2,000円 1,000円

(出典）観光庁

全国旅行支援の概要

割引上限額 クーポン券

山形県 富山県 大阪府

福島県 長野県 兵庫県

茨城県 岐阜県 和歌山県

千葉県 愛知県 広島県

東京都 滋賀県 愛媛県

新潟県 京都府

（注）6/30時点

（資料）各都道府県ホームページより筆者作成

6月で全国旅行支援を終了する自治体
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外国人延べ宿泊者数（従業者数 10人以上の施設）の 2019年比は 2023年 5月には全体が▲17.8％

（4月：同▲20.4％）、中国を除いた全体が同 3.8％（4月：同▲2.8％）と、中国を除けば、コロナ

禍以降初めてプラスとなった。 

水際対策が撤廃されたことで、外国人宿泊者数は回復を続けることが予想される。中国が日本へ

の団体旅行を解禁しなければ、外国人延べ宿泊者数の本格的な回復はまだ先となるものの、7 月に

は外国人延べ宿泊者数はコロナ禍前を上回ると予想する。 

 

 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報提

供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 


